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今
年
の
平
塚
の
〆
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は
、
平
塚
に
、
一
致
し
た
決
議
に
思
い
護
る
と
ま

ど
事
襲
と
言
う
乙
と
で
、
一
市
民
勾
苦
言
、
奪
っ
て
来
白
乙
の
声
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し
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け
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昆
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と
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間
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杯
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詰
め
か
け
た
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一
の
所
感
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っ
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前
に
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ま
る
と
「
前
ぐ
た
だ
、
こ
れ
ら
の
申
に
、
重
の
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市
一
る
み
の
労
襲
」
「
謹
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一
軍
重
混
と
し
て
立
き
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が
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、
市
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革
げ
て
の
共
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互
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終
ら
な
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と
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し
て
来
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一
方
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ら
れ
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、
員
長
幸
運
で
あ
る
。
原
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止
。
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ポ
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の
早
い
市
長
の
声
主
に
響
い
て
来
和
の
ス
ロ
ー
ガ
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書
く
掲
げ
て
い
る
わ
な
い
で
あ
ろ
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大
き
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を
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つ
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六
千
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の
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が
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れ
て
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労
働
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し
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常
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執
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あ
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多
年
市
民
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要
望
の
南
い
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呉
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あ
る
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魚
店
も
あ
る
も
の
と
見
ら
れ
、
近

一
一
く
主
催
者
に
よ
る
反
省
会
を
開
き
、
来

平
塚
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ら
で
は
の
新
語
、
ま
ち
ぐ
一
之
宮
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、
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訳
語
、
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労
者
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年
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鍛
え
る
こ
と
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っ
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塚
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、
平
安
商
工
一
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、
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、
商
店
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憲
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た
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葬
ぴ
事
に
あ
わ
せ
て
二
巾
が
主
催
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ま
し
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。
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の
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た
わ
レ
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っ
て
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働
祭
を
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ら
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た
ケ
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ス
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よ
担
、
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十
日
の
前
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前
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の
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ケ
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く
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官
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五
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を
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民
に
、
八
闘
滋
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木
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道
官
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点
な
ど
、
魔
の
滋
路
と
呼
ば

れ
る
程
で
す
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平
塚
欝
察
署
の
統
許
に
よ
る
と
、
市
内
で
こ
主
一
一
ヶ
月
隠
に
六
人
の
死
亡
者
を
出
し
、
教
レ
く
な
っ
た

交
通
話
地
獄
を
如
築
に
物
語
っ
て
い
る
そ
う
で
す
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昨
年
中
の
変
一
理
事
故
死
は
合
計
六
人
で
し
た
が
、
今
年
は
一
月
か
ら

一
一
一
月
ま
で
の
聞
に
、
な
ん
と
九
回
目
什
の
変
通
事
故
が
起
白
、
六
人
が
死
亡
、
六
回
人
も
の
負
場
者
を
出
し
ま
し
た
。
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故
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去
る
臨
月
一ORか
ら
-
遊
関
に
わ
た
白
、
野
働
省
婦
人
少
存
塞
が
主
宰

し
て
、
会
扇
に
く
白
ひ
ろ
げ
た
、
第
九
回
婦
人
週
煽
は
。
回
る
い
人
間
調
係

を
つ
く
る
た
め
に
6

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、
東
京
産
経
企
強
ホ

i

ル
で
の

金
歯
大
企
を
申
心
に
、
各
搬
に
婦
人
の
つ
ど
い
を
関
ら
き
ま
し
た
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平
塚
で
は
、
各
単
位
婦
人
全
む
と
に
ん
ゲ
悶
る
い
人
関
関
係
を
つ
く
る
た
め
。

の
務
し
あ
い
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
も
ち
ょ
っ
て
、
去
る
関
月
十
九
日
、
平

塚
婿λ
の
つ
ど
い
を
開
催
、
反
穏
と
心
か
ら
の
芦
の
変
換
を
行
い
ま
し
た
ー

そ
の
中
か
ら
、
脅
し
あ
い
の
療
機
を
二
つ
ほ
ど
ひ
る
っ
て
見
ま
し
ょ
う
。
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戸
籍
謄
抄
本
時
間
同
店
長
沼
恒

一
円
籍
勝
本
や
一
戸
籍
抄
本
は
、
一
戸
的
を
警
い
て
本
鰐
協
の
市
町
村
役

籍
を
写
し
た
も
の
で
す
か
ら
、
本
場
の
芦
籍
係
あ
て
請
求
す
れ
辺
諸

籍
地
の
市
町
村
役
場
で
な
け
れ
ば
っ
て
く
れ
ま
す
。
手
数
判
例
は
な
る

交
付
で
き
ま
せ
ん
1
市
外
に
本
籍
ベ
く
郵
夜
切
手
で
な
く
。
現
金
か

の
あ
る
人
で
一
一
円
籍
鱒
抄
本
の
必
袈
為
替
(
か
わ
せ
)
で
送
っ
て
下
さ

な
と
き
は
、
郵
覆
で
組
問
求
ず
る
こ
い
。
償
問
閣
制
制
度
は
擦
止
さ
れ
ま
し

と
が
で
き
ま
す
。
手
数
章
一
一
夫
た
の
で
、
富
謄
抄
本
は
誇
で

ま
で
が
一
ニ
O
丹
、
そ
れ
以
上
は
四
き
ま
ぜ
ん
か
ら
、
本
絡
が
市
外
の

ム
声
母
に
一
色
円
を
靖
し
ま
す
。
人
は
、
住
民
察
綴
抄
本
を
む
利
用

そ
れ
に
郵
送
料
を
加
え
、
窓
籍
、
下
さ
い
。
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